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地域で広がるまごころの輪

世田谷地域社協だよりの表紙 
 
これは地域版社協広報しです。 
社協に関わる住民のみなさまの取り組みや事業等を、地域に即した形で紹介しています。 
ねんに２回発行されます。発行日は６月１日と１１月１日です。 
 
テーマ 
社会福祉協議会は、住民の皆さまとともに『コロナ禍での心のつながりづくり』に取り組

んでまいります。 
写真は『地域で広がるまごころの輪』の様子です。 
 
目次 
２ページ３ページはウィズコロナのなかでの社協の取り組みのご紹介です。 
４ページ目は、各地区社会福祉協議会 会長就任のご挨拶です。 
5 ページ目６ページ目は、社協会費のご報告と、ご寄付をいただいたかたや新規社協協力店

のご紹介です。 
7 ページ目は、様々な形で住民同士の支えあいをおこなうボランティアの募集です。 
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不安の軽減

つながりの方法を増やす

SNSを通じた作品展を開催。
手づくり作品とともにコロナ禍の応援
メッセージも地域のなかで分かち合いま
した。
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“Withコロナ”のなかで～ つながりをつくる社協の取り組み～
　新型コロナウイルス（通称：コロナ）によって、感染予防を目的にした 「新しい生活様式」が求められ、地域活動も従来の活動から変化しています。

“Withコロナ”の今、社協としても「何をどのように変えて実施してい けばよいのか」を地域の住民の皆さまとともに試行錯誤してきました。
　ここでは、コロナによって発生した主なトピックとともに、令和2年 4月から令和3年3月末までの社協の取り組みをご紹介します。

サロン等スタッフを対象とした「感染症予
防講座」を開催。正しい知識と安心感を深
め、活動再開に向けた準備を進めました。

サロンの活動ができな
くなり、 今 後が不安。
体調も悪くなりました。

今までのつながりが、
コロナで断たれてしま
うのはもったいない。

スマホを使って交流
してみたいが、難しく
てできるか不安。

（※ 1）加齢に伴い身体の予備能力が低下し、健康障害を起こしやすくなった状態　
（※ 2） Information and Communication Technology の略
　　　　インターネット上でのやり取りやメールでのコミュニケーションのこと　　
　

電話での聞き取り

アンケート調査

関係者へ
直接聞き取り

２ページと３ページでは 
ウィズコロナのなかでの、社協の取り組みのご紹介です。 
 
内容 
 新型コロナウイルス（通称コロナ）によって、感染予防を目的にした『新しい生活様式』

が求められ、地域活動も従来の活動から変化しています。ウィズコロナの今、社協として

も、『何をどのように変えて実施していけばよいのか』を、地域の住民の皆さまとともに試

行錯誤してきました。 
 コロナによって発生した主なトピックとともに、令和２年 4 月から令和３年 3 月末まで

の、社協の取り組みをご紹介します。 
 
１回目の緊急事態宣言のときは、住民の皆さまの声を、電話やアンケート、関係者からの

聞き取りなど様々な方法で聞きとり、何ができるだろうか考えました。 
 
宣言解除後は、徐々に地域での活動が再開し、少しずつできること、チャレンジできるこ

とを始めました。 
不安を軽減するための取り組みとして、サロン活動再開に向けた『感染症予防講座』、フレ

イル予防のための『健康体操 DVD 作成』を行ないました。 
また、つながりの方法を増やす取り組みとして『SNS をつうじた作品展』、スマホや Zoom
の体験会を開催しました。 
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“Withコロナ”のなかで～ つながりをつくる社協の取り組み～
　新型コロナウイルス（通称：コロナ）によって、感染予防を目的にした 「新しい生活様式」が求められ、地域活動も従来の活動から変化しています。

“Withコロナ”の今、社協としても「何をどのように変えて実施してい けばよいのか」を地域の住民の皆さまとともに試行錯誤してきました。
　ここでは、コロナによって発生した主なトピックとともに、令和2年 4月から令和3年3月末までの社協の取り組みをご紹介します。

スマホやZoomなどICT（※2）を身近
に感じてもらうため、気軽に体験する
講座を開催。参加者の多くは最初は恐
る恐るでしたが、何度も失敗をしなが
らも、みんなで楽しく学び合いました。

ボランティアグループや町会
の情報共有ツールとして、ス
マホアプリの活用等の支援
に取り組んでいます。

専門職と連携して作成したDVD
を通じて、家でも気軽に体操が
できるようにみんなで予行練習。
各サロンやミニデイで同様の動
きが広がりつつあります。

ICT（※2）をもっ
と気軽に相談で
きる場として、地

域の方がICTサロンを立ち上げまし
た。社協も、新しい取り組みを支援し
ています。

特技ボランティアでもある
専門職の協力のもと、「健
康体操DVD」を作成。フレイ
ル（※1）予防に活用しました。

３ページ 
 
２回目の緊急事態宣言では、感染者増加傾向により、従来のような活動ができないなかで、

新しい取り組みが生まれ始めました。 
 
社協の支援により、 
DVD を活用した自宅でできる健康体操 
ボランティアグループや町会の情報共有のツールとしてのスマホアプリ活用 
アイシーティーオンラインツールの使いかたを、もっと気軽に相談できる場の立ち上げな

ど、新しい取り組みが生まれました。 
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皆さま
どうぞよろしく
お願いします！

各地区社会福祉協議会　会長　就任のご挨拶
令和３年度より新しく会長に就任された皆さまにご挨拶をいただきました。

池尻地区
伊藤　正敏 会長

令和２年はまれにみる激
動の年でした。色々な制約
のあるなか、皆様との接点
を模索しておりますが、ワ
クチンが浸透してきたら、
必ずや楽しい活動を始め
たいと心から願っており
ます。

未だ終息のみえない新型コロナウィルス禍のなか、以前にも増して、生活の
しづらさ・生活問題を抱えて福祉サービスを必要とされる方々が増えてお
ります。
見守り・相談活動を通じて、地域福祉の充実に努めてまいります。

若林地区
森田　昇 会長

昨年度は「わくわく芋煮
会」など多くの事業が中止
になるなど、活動自粛を余
儀なくされた１年でした。
先の見通しが難しい中、地
区として出来る取り組み
を検討しながら活動して
いきたいと思います。

下馬地区
三村　節子 会長

コロナ禍でこれまでの活
動が軒並み中止となった
昨年は、人と人との繋がり
の尊さを痛感させられた１
年でした。新しい繋がりの
形について試行錯誤しな
がら前向きに取り組んで
いければと思っています。

上馬地区
湯澤　武史 会長

コロナの影響で誰もが身
も心も傷を負っています。
予定した催しも大方中止と
なり、地域の方々との接点
も少ない1年でした。各関
係機関との情報交換を深
め何が必要かを見極め活
動していこうと思います。

太子堂地区
川﨑 惠美子 会長

昨年度はコロナの影響で音
楽交流会なども見送りとな
り、地域の皆様と会えない
状況が続きました。まだま
だ困難が続く中、新たな取
り組みの形を考えながら、

‘地域の繋がり’を大切に活
動していきたいと思います。

上町地区
松岡　宏武 会長

昨年度のコロナによる生
活環境の不安定さは、かつ
て経験した事のない変化
をもたらしています。この
様な新しい生活様式での
人との繫がりを皆様と一
緒に試行錯誤しながらも
取り組みたいと思います。

野沢地区
田嶋　宏 会長

例年、小動物ふれあい交流
会、音楽交流会、地域福祉推
進員研修、子育てママのリフ
レッシュDay、地域見守り事
業等地域に密着した活動を
楽しく行っていました。昨年
来中止の事業が早く再開で
きることを祈っています。

経堂地区　鈴木　賢治 会長
世田谷区社会福祉協議会副会長　兼　世田谷地域社協福祉推進協議会会長４ページ 

 
タイトル 
各地区社会福祉協議会 会長 就任のご挨拶 
 
内容 
令和３年度より新しく地区社会福祉協議会の会長に就任された 
皆様にご挨拶をいただいています。各地区の会長の皆様は次の通りです。 
 
世田谷区社会福祉協議会副会長、兼 世田谷地域福祉推進協議会、会長でもある 
経堂地区の鈴木けんじ会長、 
そのた、 
池尻地区の伊藤まさとし会長 
太子堂地区の川さきえみこ会長 
若林地区の森田のぼる会長 
上町地区の松岡ひろたけ会長 
野沢地区の田嶋ひろし会長 
しもうま地区の三村せつこ会長 
かみうま地区の湯澤たけふみ会長 
地区社会福祉協議会は 
地域のつながりをいかして身近な地域のこまりごとを発見し 
解決にむけてとりくむ住民主体の組織です。 
皆様にご協力いただいた社協会費を財源に活動しています。 
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地　区　名 金　額 人　数
内　　訳

一般会員 特別会員 法人会員
円 人 人 人 人

池尻地区（池尻・三宿） 273,000 42 17 15 10
太子堂地区（太子堂・三軒茶屋1丁目） 321,300 84 46 24 14
若林地区（若林・三軒茶屋 2 丁目） 367,500 68 15 42 11
上町地区（世田谷・桜・弦巻） 462,600 55 16 27 12
経堂地区（経堂・宮坂・桜丘） 262,801 73 40 18 15
野沢地区（下馬 5 〜 6 丁目・野沢） 211,000 47 15 27 5
下馬地区（下馬 1〜 4 丁目） 561,900 79 29 44 6
上馬地区（上馬・駒沢 1〜2 丁目） 525,000 27 2 11 14
小 　 計 2,985,101 475 180 208 87
事 務 局 扱 い 5,000 1 0 1 0

総　計 2,990,101 476 180 209 87

令和２年度　社協会費報告（世田谷地域）
昨年度は、コロナ禍の影響により社協会費の個別訪問の多くが中止となり、社協会費の大幅な減額となっています。
そのような中でも、社協事業に対し、ご理解いただいた地域の皆さまと社協会費募集に携わってくださった方々の
ご協力に心より御礼申し上げます。�

令和２年度　世田谷地域社会福祉協議会事務所   社協会費納入実績一覧表

会員名簿（特別・法人） 敬称略
順不同

池　尻　地　区
特 別 会 員

伊藤　正敏
世田谷信用金庫　池尻支店
成戸　應之
山本　剛
廣川　忠
宇田川　寿幸
石塚　重徳
松尾　翰子
山上　正
宇田川　直裕
池尻団地自治会
本間　元子
牛木　靖明
池尻西町会
いきいき世田谷 GG 会

法 人 会 員
学校法人食糧学院
 ㈱オーチャン　
T・D テクノ
国立音楽院
城南信用金庫　三宿支店
正栄建設㈱
安井インターテック㈱
㈱松美産業
㈱斉田精機製作所　
柳田薬局

太 子 堂 地 区
特 別 会 員

新島　泰宏
古幡　明子
岩﨑　光任
森　　茂
鈴木　利勝
大久保　孝一
神田　安則

日置　正頼
もみじ会
河辺　武彦
白倉　貴代子
島田ビルヂング　
加納　好昭
福本　金保
稲田　實
川﨑　惠美子
堀江　彰
竹岡　郁雄
堀江　和子
青木　信子
中村　忠明
三軒茶屋個別学習指導塾
　今泉順子
Start Line

法 人 会 員
㈱王寿 河野スポーツ
株式会社　三恵
太子堂なごみ保育園
㈱双立測量設計
古賀ふとん店　
㈲中島薬局
福島法律事務所
正蓮寺
土屋歯科クリニック　土屋信博
甲文堂書店
萩原テル
タカダ電化㈱
株式会社　西沢商店　　　　
　代表取締役　西沢光男
昭和信用金庫　三軒茶屋支店

若　林 　地　区
特 別 会 員

森田　昇
月村　雅一
河野　聰一郎

中嶋　章
河野　明子
河野　初樹
河野　雅昭
荒川　芳之
西海　みはる
河野　俊一
萩原　怜子
河野　文彦
鈴木　喜昭
梶田　さき
五味　達雄
安江　雅子
知念　和子
池上　英子
内田　勝子
冨嶋　明子
根岸　三江子
柴本　禮夫
柴本　吉枝
三上　力
田中　幸子
芳澤　容子
萩原　亮嗣
萩原　紀哉
田中　昭
河野　和夫
米澤　幸純
飯島　春江
堀内　期子
伊藤　京子
齋藤　憲輝
高橋　キミ子
竹内　悦子
杉江　敏治
山田　幸雄
大山　裕子
芳澤　かね

法 人 会 員
廣澤商事㈲　
世田谷信用金庫　区役所前支店
松陰神社
宗教法人 松陰神社
　代表役員　齋藤 憲輝
三軒茶屋エコー仲見世商店街
松栄運輸
ミニデイ三茶
医療法人社団　高明会
　岩崎内科クリニック
　岩崎高明
世田谷信用金庫　若林支店
㈱金冠堂
三菱 UFJ 銀行
　三軒茶屋支店

上　町　地　区
特 別 会 員

大場　秀
大場　毅
榎本　征雄
水野　穰
ハイツサンシャイン
　藤田　東郷
アビタシオン世田谷
　松岡　宏武
安藤　敏次
松本　三朗
大吉寺
円光院
堀口　一男
スイトピーの会　堀口昭子
世田谷ヘルシービル㈱ 
　代表取締役　湯川忠照
初川　英子
高岡　真樹
世田谷一丁目公文教室
椎本　純子

世田谷フルート教室
松丘町会
テンパワー
二瓶　美子
大場　俊宏
澤　　美恵

法 人 会 員
医療法人社団さくら会
　老人保健施設ビバ・フローラ
世田谷信用金庫　　
大信興業㈱
㈲二瓶工務店
㈱大菱不動産
学校法人　青葉学園
つだ小児科クリニック
土地家屋調査士
　佐藤茂事務所
東京農業大学第一高等学校
株式会社フジタ塗装　杉山達人
弦巻町会
社会福祉法人東香会
　上町しぜんの国保育園

経　堂　地　区
特 別 会 員

大友　隆
脇水　喜美子
㈱吉良　吉良公彦
黒田　眞喜子
岡庭　茂行
松原　市郎・松喜建設㈱
髙橋　永子
ハウス経堂管理組合

５ぺーじ 
 
このページでは、 
令和２年度の社協会費の実績と 
池尻地区、太子堂地区、若林地区 
上町地区、経堂地区、野沢地区 
しもうま地区、かみうま地区の特別会員と法人会員の名簿を掲載しています。 
 
昨年度は、コロナ禍の影響により、社協会費の個別訪問の多くが中止となり、社協会費の

大幅な減額となっています。 
そのようななかでも、社協事業にたいし、ご理解いただいた地域のみなさまと社協会費募

集にたずさわってくださったかたがたのご協力に、こころより御礼もうしあげます。 
 
社協会費の納入実績を一覧にしていますので 
詳細は世田谷地域社会福祉協議会事務所までおといあわせください。 
電話 ０３－３４１９－２３１１ 
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鈴木　賢治
中島　悦子
二村　比佐子
佐々木　慶枝
磯田　英子
篠田　まさ子
松岡　泰夫
DI 歯科
　世田谷オーラルクリニック
上中
公益社団法人
　成年後見支援センター
　ヒルフェ世田谷地区

法 人 会 員
城南信用金庫　経堂支店
経堂農大通り商店街振興組合
水道機工㈱
美谷島商事㈱
㈲島田製作所　
　代表取締役　島田光生
マルマテクニカ株式会社
桜丘テラス自治会

（宗）光輪成院
社会福祉法人児玉新生会
　児玉経堂病院
昭和信用金庫　経堂支店
㈱メイワ　
東光建設㈱
学校法人　鷗友学園
社福法人東京さくら福祉会
ケンポドーファーマシー㈱

野　沢　地　区
特 別 会 員

高橋　麻美
滝嶋　秀夫
和田　セツ子
齋藤　久代
上原　利彦
金子　二郎
内山　眞弘
木津　恵一郎
木津　明美
吉野　弘純
根岸　鈴江
前田　晴雄
前田　和恵
亀井　歌子
田中　肇
細川　景一（龍雲寺）
田嶋　宏
露久保　哲夫
石井　美津江
寿楽会
佐藤　利江
山口　美恵子
岡村　五夫
中澤　照雄
鈴木　茂
黒沢　宣子
山口　努
太田　正枝

法 人 会 員
髙橋建材株式会社

㈲小林自動車修理工場
西條クリニック下馬
医療法人社団ホームアレー
　ホームアレークリニック
有弘株式会社
" 下　馬　地　区

特 別 会 員
石附　雅子
金森　壽子
永野　信
福田　孟
下馬一丁目　松寿会
下馬１丁目町会
三村　節子
山﨑　聡
齋藤　潔
吉木　健、玲子、智子
寺澤　凉子
大島　信之
高橋　孝
和田　幸一　㈲和田工業所
玉田　美代子
堀　　卓郎
山田米店　山田　敏雄
斉藤　勝弘
中澤　恭子
下馬２丁目北町会
小松　岑生
菊地　実
高木　照子
海老原　信子
明和会　会長　瀬端甲子郎
牛田　幸代

滝沢　惠津子
飯田　三枝子
都営下馬２丁目アパート 2 号棟
菅原　美知子
下馬 2 丁目交通安全スクール
川本　克己
堀　　美和
都営下馬 2 丁目アパート 1 号棟
深渡瀬　洋子
安孫子　淑子
磯貝　律子
田村　久直
瀬戸島　万里子
梅澤　しづ子
7.8.9 号棟自治会
河﨑　美江子

法 人 会 員
㈱篠崎工務店
社会福祉法人フレンズ奉仕団
　おともだち保育園
㈱ユニテック　大津　達夫
坂野　良行　㈱サンエスト
レーディング
社会福祉法人　武蔵野会
　世田谷福祉作業所
医療法人社団シンセリティ
　いなみ小児科　稲見誠
" 上　馬　地　区

特 別 会 員
宇佐見　重勝
平石　和子
平石　忠秋

上馬東町会
上馬西町会
上馬北部町会
上馬・駒沢明和会
駒沢親和会
瀬名　龍夫
瀬名　久江

法 人 会 員
㈲星野モーター
三昌工業㈱
太平建設㈱
㈱林工務所
城南信用金庫　駒沢支店
㈲下山商会
㈲三上　
　みかみ介護支援センター
松尾建設㈲ 一級建築士事務所 
　代表取締役　松尾 実
平石ビル　平石　忠秋
一般財団法人　平和協会
ライフタイム上馬
　デイサービスセンター
世田谷信用金庫　駒沢支店
㈲落合住設
NPO 法人
　心のおしゃべり音楽工房

事  務  局
特 別 会 員

世田谷区手をつなぐ親の会

ご厚志に感謝申し上げます。地域福祉推進のために大切に活用させていただきます。
� (令和2年10月～令和3年3月受付分)

ご寄付の
ご報告

寄付日 ご　芳　名 金額（円）
11月10日 ボランティア友の会　手作りグループ　様 10,000
11月24日 山本　幸弘　様 4,860
1月15日 大西　則子　様 5,000
3月18日 経堂緑岡教会　様 10,000

◆　小林　正明　事務所長　◆

池尻地区
佐藤ちひろ

上町地区
小泉　　駿

上馬地区
川﨑　千枝

小澤　晶子 大森　博深 中川　貴文

太子堂地区
貞清　佳子

経堂地区
宮野友美袈 ファミリーサポート

センター事業
藤里　昌子

桜井　立子 南　　淳子 舩戸美恵子

若林地区
江口　奈美

野沢・下馬地区
金子　美絵

あんしん事業 吉田　祐子
丹野　京子 佐々木光香

【世田谷地域社会福祉協議会事務所　職員紹介】

社協協力
店

募集中!

地域活動の情報を一緒に PR していただける店舗などを「社協協力店」と
して募集しています。

店　名 住　所
山内酒店 池尻 4-29-18
株式会社ケアプロデュース 上馬 2-25-4�フレックス三軒茶屋 2階
DI 歯科　世田谷オーラルクリニック 経堂 1-17-11 アペック経堂 1階・2階
藤波書店 池尻 2-31-15
社会福祉法人　東香会　上町しぜんの園保育園 世田谷２-10-10

新規社協協力店のご紹介（令和2年10月～令和3年3月受付分）

６ぺーじ 
 
このページでは 
令和２年度の特別会員・法人会員の皆さまの名簿を引き続き掲載しています。 
また、ご寄付の報告、新規社協協力店を掲載しています。 
 
令和３年度の各地区担当、ファミリーサポートセンター事業、あんしん事業の 
それぞれの担当者を紹介しています。 
 
詳細は世田谷地域社会福祉協議会事務所までおといあわせください。 
電話 ０３－３４１９－２３１１ 
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入れ歯で
社会貢献

お問い合せ先：総務係　電話５４２９－２２０８

協力者 募集中！ 　　　　などを使った住民同士の

学びあいの場に一緒に参加しませんか？

　体験会や高齢者サロンにて、スマホやパソコン
の基本操作など「相談に乗ってくれる」「教えて
くれる」ご近所感覚のボランティアさんを募集中
です！
　活動を通して、新しい発見・出会いを見つけま
せんか？

住み慣れた地域で 「気軽にボランティア」♪
コロナ禍を乗り切るために、力を貸してください！

使わなくなった

をお譲りください！

入れ歯

【入れ歯の回収方法】
○汚れを落とし、新聞紙等で包み、ビニール袋に入れてください。
○�世田谷区社会福祉協議会の地域社協事務所等に回収ボックスを設置しております。

☆入れ歯に使用されている金属は、金属加工
業者によるリサイクルが可能です。
☆リサイクルで得られた収益は世田谷区社会
福祉協議会の活動に役立たせていただくと
ともに、公益財団法人日本ユニセフ協会に
も寄付されます。

ご家庭に使わなくなった入れ歯は
ございませんか ?

スマホ

７ページ 
 
社協からのおしらせです。 
 
タイトル 
協力者を募集しています。 
 
内容 
住み慣れた地域で気軽にボランティアをしてみませんか？ 
体験会や高齢者サロンにて、スマホやパソコンの基本操作など 
相談にのってくれる、教えてくれるご近所感覚のボランティアさんを募集しています。 
 
タイトル 
使わなくなった入れ歯をお譲りください。 
 
内容 
ご家庭で使わなくなった入れ歯が、金属加工業者によるリサイクルが可能です。 
リサイクルで得られた収益は、公益財団法人日本ユニセフ協会に寄付されます。 
詳細は、総務係までお問い合わせください。 
電話 ０３－５４２９－２２０８ 
 
タイトル 
世田谷区ファミリーサポートセンター 
子そだて支援者養成研修受講生募集 
 
内容 
子どもがすきなかた、地域の子そだてを応援しませんか。 
子そだて支援者養成研修受講生を募集します。 
研修詳細や受講申し込みはお電話ください。 
電話 ０３-５４２９-１２００ 
 
 
  

お問い合わせは
世田谷地域社協事務所 TEL：3419-2311 まで

～子どもが好きな方、地域の子育てを応援しませんか？～
子育て支援者養成研修受講生募集

対 象 研修修了後、ファミリー・サポート・センター事業の援助会員として子どもの一時預かりや送
迎ができる 18歳以上の方

受 講 日 数 安心して活動していただくために必要な科目　全 6日間（24時間）

受 講 内 容 「子育て援助活動について」「世田谷区の子育て事情」「事故予防と応急手当」など

受 講 料 2,000 円（テキスト代）

※詳しい日程や会場等は、区報・ホームページ等で確認していただくか、電話でお問い合わせください。

【お問い合せ・お申込み】

世田谷区ファミリーサポートセンター
電　話：03-5429-1200　ＦＡＸ：03-5429-1202
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裏面 
 
タイトル 
ひろげよう！福祉の輪 
世田谷区の福祉向上にご協力ください。 
 
社会福祉協議会の活動は 
会員の皆様の会費が必要です。 
会費は当協議会の貴重な財源として高齢者やこども 
障害があるかたなどに対するさまざまな地域福祉を推進する活動資金となっています。 
 
社会福祉協議会の会費募集や活動にご関心ありましたら 
世田谷地域社会福祉協議会事務所までおといあわせください。 
 
電話 ０３－３４１９－２３１１ 
 


